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　２０１９年10月19日～23日、『ＳＦＧ』制作メンバー一行は日本を離れ、台湾へと向かった。

　今回の台湾遠征は、普段日本にいるだけでは分からない、台湾のＳＦ事情を調査するために計画したものである。台湾で活動されている作家と交流を深め、台湾のＳＦ事情について取材を行い、今後の『ＳＦＧ』の活動でのご協力をお願いすること。また、台北、台中の書店を訪問し、店頭に並んでいる書籍から浮かび上がる、台湾の出版事情を調査することの二つを目的として訪問した。

　本稿は、そんな台湾遠征を報告するものである。




初日夜：肉絲麺


　今回の台湾旅行は３人で行きました。が、２人は楽曲派アイドル・ＲＡＹのライブを観に行くため先に台湾入りをしていたので、１人で移動することに。なお、私はこれが初めての海外です。
　飛行機が桃園空港に降りて台湾の地を踏んだのが現地の22時30分ごろ。ちなみに、海外旅行が初めての私は「終電まで１時間もあるから電車で行けるな」というアホなことを考えていました。結局、入国審査待ちで１時間以上かかり、空港から台北市内までバスで移動することになるのでした。
　寧夏夜市の近くで宿を取ったので、着いたら早速街へ。観光客と見るやすごい勢いで料理を薦めてくるおばちゃんを交わして通りに出ます。２時前という時間にもかかわらず人が結構いたお店で、かなり遅めの夜ご飯を食べることにしました。

　ここは麺とご飯ものが中心という、よくあるタイプのお店でした。当然、文字はさっぱり読めないのですが、唯一意味が分かった「肉」を頼りに肉絲麺ルースーメンを注文。
白菜と青菜、肉は豚で、麺は沖縄のソーキそばっぽい食感です。南国の麺はみんなこうなんでしょうか？　青椒肉絲みたいな名前の割に、ピーマンは入っていなかったですね。汁はあっさりですが、明らかに日本のラーメンとは別物です。

　ちなみに台湾ラーメンは名古屋メシです。






肉絲麺






二日目昼：麵包


　この漢字を見て「なんか包むのかな？　シュウマイとかギョーザかな？」とか思っていました。

　二日目は夕方までは１人で行動、その後連れと合流して、今回の台湾旅行の目的の一つ、ＳＦ作家さんとのご飯が予定されています。
　さて台湾散策。台湾の有名な企業に誠品生活という会社がありまして、セレクトショップを経営しています（日本でも２０１９年に１号店がオープンしましたね）。そのうち、誠品生活信義店は他の店に比べて書籍のラインナップが充実しているということで、早速行ってきました。

　６階建てのうち、２階と３階が誠品書店のフロアです。新刊書籍や雑誌のある２階と、フィクション、ノンフィクション、専門書問わず多くの書籍が揃う３階を中心として、文房具や食品、ボードゲームなども揃う素敵空間。はえー。
　ちなみにＳＦも棚が用意されていまして、ちらほら日本人作家の翻訳モノもありました。

　さて、書店内をぐるぐるしすぎたせいでお腹が空いてきました。しかし店を探して外を彷徨くのもしんどい……という状況の中、見つけたのはパン屋さん。
いやいや、台湾に来てパンはないだろ……と思いつつふと覗くと、なんだこれは、日本のパンと違うぞ！　ということで食べてみることにしました。




肉鬆麵包











　勝手に「にくひげ」って読んでいましたが、「ロウソン」らしい（そもそも「ひげ」ですらないのですが）。食べてびっくり、ボソボソっとした不思議な食感で、少し甘塩っぱい味付けでした。これ、台湾では普通に食べられているもので、日本風に言えば「肉の田麩」。しかしクセがあるので、日本人の好みは分かれそうな気がします。




金塊花生











　表面にピーナッツをまぶしたパンです。これもほのかに甘い味付けで、くどくなくて美味しいですね。台湾って結構ピーナッツ推してるよね。千葉かな？　紹介文には「Semeur聖娜（お店の名前）でめっちゃ売れてる」的なことが書いてあるのかな？　





水果麻糬輕乳酪











　断面の白いのはクリームだと勝手に思い込んでいましたが、餅のような食感のフルーツチーズでした。後味さっぱりですが、これも甘すぎずさっぱりした味ですね。それにしても「軟軟ＱＱ〜」って表現が可愛いなあ。調べたら「やわらかくってもっちもち」みたいな意味らしい。
　あとここのお店はエッグタルトをやたら推していて、会計の時にエッグタルトいる？　って何回か聞かれました。美味しそうだったのですが、３個買ってみてちょっと量が多そうだと思ったので断ってしまいました。というか、２個目の時点ですでに腹一杯でしたね。




二日目夜: 魯肉飯


　ＳＦ作家さんとは中山駅の近くで合流する予定だったので、こちらも３人でぼちぼち向かいます。元々４人くらいと聞いていたので、お土産も４つ用意していきました。
予定時間の５分前くらいでしたが、作家さんの方が先に着いておりました。４人いるなぁと思っていたら、そこからさらにメンバーが増え、なんと10人以上の大所帯で移動することになりました。ほんと、ありがとうございます。

　今回の会合をコーディネートしてくれた林さんにお願いして、魯肉飯ルーローハンのお店に連れて行ってもらいました。
　魯肉飯は日本人が知っている台湾料理ランキングの中でも割と上位に来ると思います。豚肉を油やら八角やら砂糖やらで煮込んで、煮込み汁ごとかける丼メシという、美味いこと間違いなしの人気メニュー。しかし、いざ店で魯肉飯を頼もうとすると「もう終わった」という答えが。まじか(その後作ってもらって食べられました)。

　サイズは大小から選べます。日和って小にしたのですが、大でも良かったかな。想像通りの味です。美味い！　それから、ここではスープも頼めたので、排骨パイクーのスープにしました。余談ですが、日本で食べる排骨って骨がないものが多いじゃないですか。自分、勝手に「骨を排しているから排骨なんだなあ」なんて思っていたのですが、どうも違うらしい。本場に来てみるもんですねぇ。

　さらにその後、お店を変えてカフェへ。澎湃鉄観音奶茶というのが有名らしいと教えてもらったので、それを注文しました。ちなみに７月頒布開始の『ＳＦＧ』に収録されている小説「命短し踊れよ人間アイドル」（腐ってもみかん：作）にも鉄観音ミルクティーが登場します（隙あらば宣伝していくスタイル）。

　真ん中が鉄観音茶で、右側はミルク＋砂糖で混ぜて飲みます。……が、結構丁寧に説明していただいたのですが、自分の怪しい英語力では完全に理解できず、なんとなくよく分からないまま混ぜて飲んでいました。でも美味い。

　あと、猫がいました。かわいい。

　ＳＦの話も色々と出来て、ＳＦにとどまらず、漫画、アニメ事情や、今後の作品の構想も伺いました。お土産までいただいてしまって。改めてありがとうございます。

　後半に続く。
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